
第３回RFP　共通技術／アイデア型

光電変換材料を用いた高感度放射線検出デバイスの開発 
機関名：

プロジェクト概要

2017年10月～ 2019年3月

【目的】 【成果】

　直接に量子変換して増幅電気信号として出力するこ
とが可能な新しいタイプの放射線検出素子を、有機無
機ハイブリッドペロブスカイト材料を放射線吸収層に
用いて開発し、宇宙用放射線を高感度にセンシングす
る性能を実証する。 
　ペロブスカイト結晶自体が光による発電が可能であ
ることから、従来のセンサのような特別な電源系統を
持つ事無く、自ら発電して駆動電力をまかなう事が原
理的に可能である。また、厚膜結晶の製造が可能とな
れば、同時に高い検出能力を持つセンサへの応用が可
能となる。これは地上における用途、たとえば医療用
高感度センサ等への応用のみならず、電源状況に乏し
い宇宙環境においては非常に有効であり、宇宙環境に
おける放射線環境観測等への応用が考えられる。

① ペロブスカイト結晶厚膜の製法の確立
　・厚さが100 μmの平坦で緻密性の高い結晶膜に成型 

するペロブスカイト結晶粒子の製膜法開発を目的と
し、いくつかの製造方法について試作を行った結
果、熱圧縮による製造方法おいて400um厚の素子を
安定的に製造出来る手順を確立した。

② ペロブスカイトＸ線検出素子の開発
　・X線に対して感度を確認するため、軟X線発生装

置を用いた照射試験を実施し、照射中において検
出素子からの電流増加を確認した。

　・温度変化によるリーク電流の変化を測定した。
③ 放射線検出素子の宇宙環境における耐久性試験
　・若狭湾エネルギーセンターにおいて、陽子線照射

試験を実施し、照射前後において電気的な性能に
大きな変化が無い事を確認した。
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第４回RFP　共通技術／課題解決型

高機能化マリンレーダーの開発
機関名：

プロジェクト概要

2018年10月～ 2021年9月

【目的】 【内容】

　船舶に搭載する “マリンレーダー” では、長尺のア
ンテナをモーターにより回転させることで全周方向の
障害物等の情報を得ているが、回転半径確保のために
装置を設置する場所への制約が生じる。制約緩和の方
策としてアンテナ走査を電子的に行う技術（フェーズ
ドアレー技術）が有効であるが、回路規模の大幅な増
大を伴うため非常に高価であり、一部の大規模システ
ムにしか適用されていないのが現状である。
　本テーマでは船舶搭載用のマリンレーダーの高機能
化として、安価なフェーズドアレーレーダーを開発
し、レーダーの使い方に変革をもたらすシステムを構
築することを目的とする。

　半導体増幅器や移相器などの各種高周波回路とアン
テナを積層構造で一体化させることでフェーズドア
レーアンテナを構成する。
　現状のマリンレーダーでは搭載される船舶によって
アンテナ口径（ビームの鋭さと利得）が異なるため、
アンテナ部の最小単位を定義して開発を行い（サブア
レー化）、その配置数によってアンテナ性能や送信電
力を比較的自由に選択できるようにする。
　システム化に際しては第１回RFPの課題解決型テー
マ『固体化マリンレーダーの開発』の成果物である固
体化レーダー用の送受信機を用いる。

株式会社光電製作所

研究
テーマ名
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